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キーワードは です。いくら子育て支援を受けても
保護者が実感できなければ意味がありません。保護者が支
援を実感し、子どもを出産し育てたいと思う政策が必要で
す。

そこで、私たちは、ママパパの育児に必要なお米などに使
えるクーポンを支給し、支援されている実感を持っていた
だくとともに、クーポンの対象を地産品中心として、併せ
て浜松の地域を活性化することが目的とします。

お父さんお母さんが子育てを支援されていると実感し、
出産・子育てに取り組み、あわせて地域の活性化につながって
いるまち

狙い

将来像

実感



左図より今後、子どもの人口が減少し、高齢者人口が増えていくと考えられる。
右図より０～１４歳の人口が将来的にも減っていくことが分かる。
また、合計特殊出生率が約１．６人と２．０人以下のため、今後より少子化が進むこと
が明らかである。

浜松市の現状（人口）

→浜松市が今後も発展していくためには、少子化対策により取り組む必要がある
→実際に子育てをする世帯が、子育てしやすいと実感する政策が必要！！
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食料消費支出（単位：円）

穀類 野菜 果物 乳卵類
魚介類 肉類 調味料 菓子類
調理食品 飲料 外食
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消費支出（単位：円）

食費 住居
光熱・水道 家具・家事用品
洋服 保険・医療
交通・通信 教育
教養娯楽 その他

浜松市の１世帯当たりの年平均１か月の支出（２人以上の世帯）

消費支出から見た、浜松市の子育て世帯の現状

一世帯当たりの支出の中で食費が1／4を占めていて、食費の中でも穀類、野
菜は生活に欠かせない食料である。

→支援してもらいたいのは、何よりも「食料」など日々の生活の必需品！！

内訳



現在の主な浜松市の支援制度

・児童手当→１０，０００～１５，０００円/月
中学生まで

・乳児医療→通院１回 ５００円自己負担
入院１回 〃

・小中高生医療→５００円自己負担

→一定の支援は行われているが、現金であるため何に使ったかわからず、支援して
もらっている実感はわきにくい
→「実感」が子育てをしようとする気持ちになる上で最も重要！

他市の食費に対する子育て政策

明石市（兵庫県）
・3～5歳（１人目）二人目以降の副食費
を無償化
・0歳の子供に対し3,000円までのミルク
などを毎月無料提供

伊勢崎市（群馬県）
・3子以上いる家庭の幼稚園、保育
所、 認定こども園での副食費の
1ヶ月4,500円までを補助

→他市では、保育所や幼稚園の副食費の支援はあるが日常の支援ではない
→家族構成に縛りがあり、子どものいる家庭全てを対象に行えない
→普段の生活で支援されることが子育てをしようとする気持ちになる上で最も重要！



そこで私たちは

ママパパお米ほしいら
案を提案します

５０００円分の
お米を提供します

現金支給ではなく、地域の登録店で日用品が購入できるクーポ
ンを配布。
保護者を支援するだけでなく、クーポンの対象を浜松産の食料
品等に限定することにより加えて地域経済を活性化する！！



対象商品は？

米・野菜

どこで？

地元のスーパー
直売所など

いつ？

３か月に１回
（年４回）

誰が対象？

浜松市民の０～１０歳
の子供がいる家庭

どうやって？

アプリを使用



米
野菜（葉ネギ、玉ねぎ、馬鈴薯、セルリー、チンゲン菜、小松菜、サラダ菜、

トマト、大根、しいたけ、みかん、温室メロン、ブルーベリー）など

市内の商工業者、JA直売所、道の駅、杏林堂、遠鉄ストア、西友、イオン、
メガドンキホーテ、アピタ・ピアゴ、イオンタウン、マックスバリュ、フード
マーケットマム、フィール、バローなど

浜松市の米・野菜を対象
とし、地産地消を推進！

地元の商店に限定し、売
り上げアップに貢献！

対象商品

取り扱い店舗



市独自でアプリを作り、０～１０歳までの子供１人につき
３か月に１回５０００円のクーポンを配布

〈アプリ製作費〉
開発費用３５０万円・年間維持費５０万円

〈クーポン費用〉
浜松市０～１０歳の人口 約４２，０００人（２０２１年４月時点）
３か月に１回５，０００円分クーポンを配布
４２，０００人×４回×５，０００円＝８億４千万円（年間）

アプリ

事業予算額

→８億４千万円は決して安いわけではないが
お母さんお父さんが支援されていることを実感でき、地域にも還元できる



まとめ

このような仕組みを利用して少子化対策を行うこと
で、将来浜松で子どもを育てる、お父さんお母さんを
増やすことができるのではないか。
そして、浜松市の地産地消を促進させることで地域の
活性化に繋げることが出来るのではないか。


